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１　ENEOS水島製油所の現在 
　ENEOS水島製油所は、岡山県倉敷市にある水島臨海工業地帯に位置し、一日当たり約35万バレルの原油処理能力を

誇る国内最大の製油所です。 

　現在Ａ工場とＢ工場とで構成され、A工場については1964年5月に三菱石油㈱、B工場については同年6月に日本鉱業

㈱の主力製油所としてそれぞれ操業を開始し、2010年のＪＸ日鉱日石エネルギー㈱発足以降、一体運営体制となりまし

た。

　同製油所は、豊富な二次装置を有し、燃料油、潤滑油、石油化学製品、石油コークス等を生産し国内各地域へ出荷すると

ともに、水島コンビナートの中核工場としてパイプラインによりコンビナート内にさまざまな石油製品を供給しています。 

　また、カーボンニュートラル社会の実現に向けて、CO2フリー水素や持続可能な航空燃料(SAF)、合成燃料といった次世

代エネルギーの供給拠点としての整備も進めています。 

２　三菱石油㈱水島製油所　重油流出事故の概要 
　1974年12月18日夜、当時の三菱石油水島製油所（現在のENEOＳ水島製油所Ａ工場）において、270番タンクの底部

が破断し、約43,000KLの重油が漏洩しました。これによりタンクの直立階段が押し流され防油堤に衝突した結果、破損

した防油堤の上部から重油が流出し、7,500～9,500KLもの重油が海上に至りました。水島港内でオイルフェンスが展張

されたものの流出油が大量であったため、拡散防止措置は奏功せず、瀬戸内海東部一帯を覆いつくすほどの被害を生じま

した。 
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　事故後、有識者による事故調査委員会により「保安対策への提言」が報告され、その後の危険物タンクに関する保安規

制基準と技術基準の見直し、石油コンビナート等災害防止法が制定される契機となりました。 
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３　安全操業に向けた取り組み 
　石油製品の生産・物流過程における大事故は、従業員のみならず周辺住民の生命・健康を脅かし、さらには地域社会や

自然環境に甚大な影響を及ぼします。ENEOSは、過去を教訓として、「安全は最優先を超える大切なもの」との信念を現

場の最先端にまで浸透させるとともに、安全・健康・環境側面を統合した包括的マネジメントシステムである「操業管理シ

ステム」を導入しこれを実行することで、操業の継続的な改善を図っています。 

　操業管理システムでは、操業に必要な守るべきルールが要求事項として網羅的に定められており、この要求事項の中に

は、過去の事故事例から得られた教訓も含まれています。 

　製油所では、要求事項を満たすための様々な手順類を制定し、日々、それらの手順類を守って操業し、改善すべきことは

改善を行い、システム全体のPDCAを回しています。 
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操業管理システムのＰＤＣＡ
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　本稿では、操業管理システムにおける安全操業に向けた取り組みの中で、安全文化の醸成、設備経年化への対応、プロ

セス安全管理の充実および地域との連係について、ご紹介します。 

⑴安全文化の醸成 
　安全操業を達成するためには、「安全文化の醸成」、即ち「組織と個人が安全を最優先する風土を育てていくこと」が

大切です。 

　トップの所長をはじめ製油所マネジメント層が「安全は最優先を超える大切なもの」とのメッセージを常に発信し、

リーダーシップを発揮して職場の安全活動を積極的に支援しています。 

　また、トラブルの芽を事故に発展させないため、悪いことほど最優先で報告する「バッド・ニュース・ファースト」も実践

しています。小さな異変に疑問を持ち、現場でリスクを抱え込まず、速やかに職制を通して報告し、報告を受けた職制は

責任をもって関係部門と連携し対処します。この実効性を上げるため、マネジメント層は、素早く隠さずに報告してくれた

ことに感謝の言葉で応え、風通しの良い心理的安全性が確保された組織風土の醸成に取り組んでいます。 

　さらには、「マネジメントパトロール」と称して、マネジメント層は足繁く現場へ出向き、最先端の運転員や作業員たち

と対話して、組織の一体感を醸成しています。そして、現場の状況を自ら把握し、マネジメント自身の責任と課題を捉える

貴重な機会とし、操業の継続的な改善に繋げています。 
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「マネジメントパトロール」で運転員と対話する製油所長 
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⑵設備高経年化への対応 
　設備の劣化傾向を監視する管理に加え、包括的かつ網羅的にリスクアセスメントを行い、評価結果から当社技術基準

に基づく点検、必要な補修・改善を確実に実行することで事故災害の未然防止に取り組んでいます。特に、繰り返し検

査・補修を要する設備については、最新設計での抜本的な対策を検討し、投資を行っています。 

　また、高度な検査技術やドローン検査、ビッグデータ解析を活用した劣化評価など補修が必要な箇所の評価を随時取

り入れています。 

⑶プロセス安全管理の充実 
　国内外で発生した重大なコンビナート災害の教訓を踏まえ、プロセス安全管理の充実に努めています。具体例として

は、屋外タンクの全面火災や沸騰液体膨張蒸気爆発(BLEVE）など、所内外へ大きな影響を与えかねない事故のリスク

を低減するため、発災シナリオを作成し、リスク緩和を図る防災戦術を策定しています。また、これらの防災戦術を元

に、防災設備の改善を行うと共に、実効性のある防災訓練に繋げています。 

　さらに、今後南海トラフ地震などの大規模な自然災害の発生が懸念される中、石油製品の安定供給の責務を果たすた

めに、巨大地震等を想定した事業継続計画（BCP）を策定しています。このBCPに基づく対応能力については、訓練や

教育等を通じて継続的な向上を図っています。 

⑷地域との連係 
　「地域の理解と支援が操業の大前提である」ことを肝に銘じ、地域住民とともに安心・安全を追求する企業市民とし

て、地域との連係・情報共有を進めています。具体的には、所内で事故や災害が発生した際には、町内会・自治会役員へ

ただちに連絡し、さらには周辺に影響を及ぼすような事態が想定される場合は、広報車を巡回させ、不安を与えないよ

う、非常放送設備を用いて一斉放送を行うことで、住民への情報伝達や注意喚起を行います。また、平時においても、地

域との信頼関係や情報共有が円滑に行える関係維持を目指し、事業活動説明会や構内見学会の開催、所員の地域行事

への積極的な参加、マネジメントメッセージや当所トピックスをまとめた住民向け広報誌「ENEOSみずしま」の配付等を

通じて、定期的な交流と情報発信に取り組んでいます。 
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地域広報紙「ENEOSみずしま」紙面 

地域自治会への「住民説明会」 
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４　おわりに 
　ENEOS水島製油所は、構内に「みずしま安全資料室」を設置しています。ここでは、重油流出事故や水島製油所で発生
した他の事故・災害に関する当時の記事や被災物品を常設展示し、日々、安全への誓いを新たにしています。 

　本年2024年は、重油流出事故から50年を迎える節目の年です。この事故の教訓を風化させることなく、『皆で出し合

い・高め合い、安全文化を構築し誇りと技術で希望の未来（あす）を新たな風土のチーム水島』をスローガンに、所員一丸

となって水島製油所の安全操業に引き続き取り組んでまいります。　 
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構内に常設の「みずしま安全資料室」 
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